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現在
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求められている“子どもたちの居場所”の原風景 
 

人と人とが関わり合うコミュニケーションが希薄になり、地域のコミュニティが失われつつ 

ある現在の日本。大阪市西成区釜ヶ崎は今でも日雇い労働者が集う喧噪の街ですが、 

昨今ではあまり見られない、地域内のコミュニケーションが現存している街でもあります。 

「こどもの里」はそんな釜ヶ崎の子どもたちにとって大切な“居場所”です。子どもたちを 

巡る状況が急激に変化している今、あらためて注目されている「こどもの里」の取り組みは、 

これからの社会を歩む私たちに子どもも大人も安心できる“居場所”とは何か、問いかけて 

います。 

 

 

西成・釜ヶ崎＝危険な街という偏見を持っていた。 

「何でこんなところで子どもの施設をやってるんですか？」 

■映画の舞台 － 「釜ヶ崎」と「こどもの里」 

 
【釜ヶ崎】 
◎高度経済成長を支えた、国内最大の日雇い労働者の街 

大阪市西成区にある、日雇い労働者らが集う国内最大規模の街。 

「あいりん地区」とも呼ばれ、労働者向けの簡易宿泊所（ドヤ）が軒を連ねている。 

高度経済成長期にはたびたび労働者たちによる暴動（実際は差別に対する抗議行動） 

が発生する等、治安の悪いイメージがあった釜ヶ崎。長年、土木・建設現場に働き手 

を送り出してきたが、昨今では労働者の高齢化、不況による求人の激減、路上生活者 

や生活保護受給にまつわる問題など、さまざまな課題が山積みとなっている。 

しかし、地域に多数あるＮＰＯ団体や宗教団体による炊き出し等が頻繁に行われる 

など、地域のネットワークが今現在も色濃く残る街でもある。 

 

 
 

【こどもの里】 
◎釜ヶ崎の子どもたちに健全で自由な遊び場、居場所を 

１９７７年、釜ヶ崎のこどもたちに健全で自由な遊び場を提供したいとの思いから、 

こどもたちの遊び場（ミニ児童館）「子どもの広場」としてスタート。１９８０年に 

現在の場所で「こどもの里」を開設以降、放課後の子どもたちの居場所としてだけ 

                                             でなく、生活の不安定さに揺れる子どもたちや親たちのサポートをし続けている。家庭 

環境によって行き場のない子どもたちのニーズも高まり、緊急一時保護の場、生活の 

場の提供も。２０１３年、大阪市の「子どもの家事業」を廃止を受けて存続が危ぶま 

れたが、「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）こどもの里」を設立し。現在も変わら 

ず、こどもが安心して遊べる場の提供と生活相談を中心に、常にこどもの立場に立ち、 

こどもの権利を守り、こどものニーズに応じる、をモットーに活動を続けている。  
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